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コロナ禍で様 な々制限を受けてきた教育活動から少しずつ元の学校生活に戻り
つつあった昨年度。『昨日を越えるＯＮＬＹ ＯＮＥ「動く」』を合言葉に全校児
童が元気に明るく活動できました。本校では、猿賀神社や盛美園、地域に住む
達人たちとの交流等、地域との関わりを大切にした学習に取り組んでいます。今
年度も、全校137名が夢に向かって動き出します。

3月定例会（3/2～3/20…19日間）

令和５年

［本会議］ ３月２日・20日…議案審議
３月６日・７日・８日…一般質問

［常任委員会］
３月９日　総務企画・建設経済・教育民生
［予算特別委員会］

３月13日・15日・16日

平川市立猿賀小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの
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平川市ＨＰ
令和５年度当初予算の概要

644分

審査時間

こちらもご覧ください
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194億3,000万円
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令和５年度
予算審査

予算特別委員会の
録画映像はこちら

葛西勇人 議員
①�学校ＩＣＴ支援事業の予算の
減額理由は。
②教育現場への影響は。

答　弁
①�急速に整備した学校ＩＣＴ化に対応する
教職員の負担軽減のため、教職員のＩＣ
Ｔ機器の利活用が定着するまで、令和３
年度と令和４年度の２か年だけの実施と
していた。令和５年度は機器利活用につ
いてある程度定着したと判断し、校務支
援システムの導入を勘案して、規模を縮
小して継続することとしたもの。
②�各校月２回から月１回となるが、学校教
育課のサポートもあることから、授業に
は影響が出ないように対応する。

山田忠利 議員
①�高校、大学の利用人数と返
還方法について。

答　弁
①�令和４年度の新規貸与者はなし。令和５
年度は高校２人、短大、高等専門、専門
学校等１人、大学、大学院２人と計５名
を見込んでいる。返還方法は、基本的に
年に２回となる。事情により、毎月返還
している事例もある。返還期間は、基本
的に卒業後１年経過した後、２年目から
最長10年間となる。

学校ＩＣＴ支援

学校給食費助成

高校大学等奨学貸付金

校務支援システム

桑田公憲 議員
�①予算計上人数は。
②給食がない学校の支払い方法は。

答　弁
①�市内に住所があり、市外の小学校に就学し
ている児童または特別支援学校に就学して
いる児童の保護者に対して給食費相当分の
経費を助成している。市外の小学校へ就学
する児童は23名、特別支援学校に就学す
る児童23名の合計46人分を計上。
②�給食がない学校は、学校の先生が実食に
相当する日数を証明、学校教育課に提出
することで口座に支払う。

山谷洋朗 議員
①導入までのスケジュールは。
葛西勇人 議員
②��災害等のネットワーク障害時
の対策は。
③導入のメリットと効果は。

答　弁
①�６月から８月までプロポーザルを実施
し、契約、11月に導入完了し、12月か
らの運用を予定。
②�サブシステム的な要素が濃いことから、
ネットワーク障害時の対策はない。不測
の事態が発生しても、クラウドタイプで
構築することで、児童生徒の大切なデー
タや情報漏えいなどのリスクからは高い
強度で守られるメリットがある。
③�校務で取り扱う様々なデータを一元的に
管理することが可能となり、学習記録
データなどを利用して成績表や指導要録
などを効率よく作成することができ、残
業時間の削減、教職員の働き方改革が図
られる。

　教　　育

ひらかわ市議会だより 第70号 4



山田忠利 議員
①�Clan�PEONY津軽負担金の増額理由は。

答　弁
①�Clan�PEONY津軽における商品開発で360
万円増額、「ツガルツナガル」のプロモーショ
ン事業で1,884万円増額、ホームページ「津
軽なび」の構築事業終了で793万円の減額
などにより、Clan�PEONY津軽の事業費が
5,072万円となったため。各市町村への案分、
均等割により、387万7,000円を計上。

山谷洋朗 議員
①事業の概要は。
②完成予定時期は。
齋藤律子 議員
③協力企業への配布はあるのか。

答　弁
①�若者の平川市内企業への就職や定住につなげ
ることを目的に、平川市の企業を紹介する
ウェブサイト及び冊子を制作し、市内小・中
学校と中南地域の高校生や大学生に発信する。
②令和５年12月までを予定。
③協力企業への配布を予定。

齋藤律子 議員
①指定管理料の内容は。
福士　稔 議員
②前年度比較で減額した理由は。

答　弁
①�支出について、人件費1,571万1,000円、事務
費177万2,000円、施設管理費1,447万4,000
円、検査等の外部委託費用が210万3,000円、
その他３万円の支出合計3,409万円。収入に
ついて、施設利用料1,600万円、自販機収入
90万円、光熱水費負担金90万円の収入合計
1,780万円。指定管理料は支出から収入を差し
引いた1,629万円を計上。
②�令和２年度の更新時、収入に見込まれていな
かった電気料の負担金70万円があったことか
ら全体を精査し、35万8,000円を減額。自主
事業の食堂のガス代、パートの人件費を精査し
て減額。光熱水費の高騰分を考慮など、差し引
きして143万8,000円の減額となった。

石田隆芳 議員
①�どのように猿賀公園エリア一体へ付
加価値をつけるのか。
葛西勇人 議員
②�動線把握のため、津軽尾上駅辺りま
でエリアを広げる考えはあるか。
③猿賀公園エリアの観光客数と目標人数は。

答　弁
①�施設が一体的にあるが、滞在してお金を落と
していただく仕組みがない。本業務で、豊か
な観光コンテンツを生かして新たな楽しみ方
をつくるなどの方策、付加価値化を図る具体
策を調査、検討する内容となっている。
②�猿賀公園エリアは当市有数の観光スポットである
ことからも、津軽尾上駅辺りまでのエリア設定、
誘客の仕組み、方策について、構想の中で考える。
③�令和元年度で10万7,000人ほど、盛美園は
１万7,000人ほどとなっている。目標人数は
２倍くらいを目標としたい。

桑田公憲 議員
①ふるさと納税業務委託料の増額理由は。
佐藤　保 議員
②各ポータルサイトのシェア率は。

答　弁
①�ポータルサイトふるさとチョイスの掲載手数料
が料金体系の改定、システム開発の強化などを
目的とした経費が加算されることで、５％から
10％へと増額となったため。
②�ふるさとチョイス28%、ふるなび12.2%、楽天
19.6%、ANA7.9%、au5.4%、Qoo100.1%、
セゾン4.2%、JRE1.3%、さとふる3.1%となっ
ている。

さるか荘・ふるさとセンター指定管理料

Clan PEONY津軽負担金

平川市企業ガイドブック事業

ふるさと納税 観光誘客ビジョン策定業務
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山谷洋朗 議員
①今年度の事業内容と成果、課題は。
桑田公憲 議員
②予定人数は。
長内秀樹 議員
③具体的な補助金の流れは。

答　弁
①�地域みらい留学に参画し、高校と連携して全
国の中学生と保護者に向けたＰＲを実施。計
14回の説明会を開催し、延べ248人が参加し
ている。支援内容は、学校見学参加費や制服、
教科書代等の入学準備費用を対象経費とする
補助金を予算措置があり、活用して県外から
学校見学に参加した実績もある。課題は、出
願してもらうための情報発信を強化すること。
②学校見学会等に３人、最終入学は１人を予定。
③�通常の補助金の交付と同様に、規則に基づき
補助事業開始前に交付申請を受けて、審査の
上で交付決定をする。

齋藤　剛 議員
①残骨灰処理業務を入札とした経緯は。
②地元業者が参加しやすいための入札は。

答　弁
①�碇ヶ関とやすらぎ聖苑の業務の一元化のため、
公正な判断の下、入札を予定している。市民
を雇用していることが理想であるが、入札の
条件とはしていない。
②�市の工事や業務等を発注の際は、適切な入札の執
行に配慮しながら、可能な限り市内の業者が参加
できるように配慮した形での入札を実施している。

中畑一二美 議員
①�ポスター掲示場設置等委託料、選挙
運動公費負担金の内訳、増額理由は。

答　弁
①�ポスター掲示場設置等委託料は、木材の価格高騰の
影響のため。また、選挙運動公費負担金は、国の単
価改正を受け、当市の条例改正により、全体的に単
価がアップしているため。例として、自動車借入れ
の一日当たり上限額が2,450円アップしている。

工藤秀一 議員
①具体的内容は。
②�人・農地プランに位置づけられる要
件は。また、取組内容の事例は。

答　弁
①�地域農業の後継者が行う経営発展に向けた取組の
費用を、国と市町村で支援する。補助要件は人・
農地プランの中心経営体で、青色申告者であるこ
と、家族経営協定を締結していること、経営発展
計画などを策定していることです。対象経費は、
機械や専門家のアドバイスの謝金、展示会出展な
どの経費となる。補助金の上限は100万円。
②�地域の座談会、
書面などで位置
づけられる。ま
た、機械の補助
や専門家等の相
談の謝金旅費等
がある。

佐藤　保 議員
①森林環境税の積算方法は。
②使用用途について。

答　弁
①�森林環境税は、個人が所有する私有林の人工
林面積割、林業就業者割、人口割により、全
体額500億円を市と県の割合88対12で配分
されている。令和６年度から1,000円徴収を
見込んでいるが、市と県の割合が９対１とな
るため、配分額は増加する見込み。
②�森林経営管理制度推進事業のほか、いろいろ
木材利用の普及促進事業や、あるいは森林整
備全般にも使用できる財源となっている。

施設管理等

ポスター掲示場・選挙運動公費負担金

柏農生徒全国募集経営継承・発展等支援

森林環境税

市の姿勢・まちづくり
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長内秀樹 議員
①尿中塩分検査委託の内訳は。
②�令和５年度に実施しない理由とほか
の自治体の事例は。

答　弁
①�１件当たり1,947円の20人分の２回分で、７万
8,000円を計上。
②�令和４年度の結果を受け、表面的な課題解決のみで
はなく、背景として夫婦間での役割分業が根付いて
いることなどを理解し、検証を重ね、対策を講じる
必要があることから、課題解決は難しいと判断した
ため。ほかの自治体の事例としては、福岡市がある。

齋藤律子 議員
①検診項目などの内容は。
②前立腺がんの有料化の理由は。
③�前立腺がんの無料化を市独自で行った場合の予算は。

答　弁
①�各種がん検診と肝炎検査、骨密度検診、歯周疾
患検診、ピロリ菌検査の委託料。令和５年度は
胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、子宮頸が
ん等各種がん検診合計で約5,070万円、肝炎検
査約96万円、骨密度検診88万円、歯周疾患検診
110万円、ピロリ菌検査約54万円の予算を計上。
②�令和４年３月に策定された青森県におけるがん
検診事業の実施に関する要綱において、市町村
が行うがん検診事業の実施方針を示されたこと
から、県の要綱に基づいて、市としても令和５
年度から検診を、前立腺がん検診と卵巣がん検
診を実施しないという方針に決定したため。
③�令和４年度の支出見込みが、約300万円となっている。

長内秀樹 議員
①保育環境改善等事業費補助金の概要は。
②具体的な事業内容は。
③置き去り防止装置の取り付け時期は。

答　弁
①�令和５年４月１日より、送迎用バスなどへの
置き去り防止装置の装備が義務化されること
から、ブザー等の安全装置を装備する保育所
や認定こども園に対して、国がその費用を補
助するもの。
②�国の補助事業であり、補助額は１台当たり17
万5,000円。平川市内10施設の11台のバスの
補助を予定。対象となる安全装置は、エンジン
停止後に警報が鳴り、車内後部の装置を操作す
る降車時確認式、エンジン停止後にセンサーに
より人物を検知する自動検知式の２種類。
③�各施設に対して、施設長会議で申請の説明、
４月中に交付決定、その後、各園で必要な適
したものを購入していただく。あくまでも、
原則的には施設で定めたマニュアルに従って、
職員が目視で確認することを大前提としてお
り、装備は補助的という位置づけとなる。

置き去り防止措置

尿中塩分検査

事業予算の使い方やこれまで
の実績など、予算特別委員会
では多くの質疑がありました。

山田忠利 副委員長工藤竹雄 委員長

事業予算の使い方や算出方
法が適正かどうか、全議員
で慎重に審査しました。

令和５年度各会計予算案を可決しました。
こ の よ う な 審 査 を 経 て、平 川 市 議 会 は

7



議
員
本
庁
舎
敷
地
内
に
バ

ス
進
入
路
と
待
合
室
を
設
置

す
る
考
え
は
。

答
第
２
期
工
事
終
了
後
に

バ
ス
が
本
庁
舎
敷
地
内
を
走

行
す
る
ル
ー
ト
へ
の
変
更
を

計
画
し
て
お
り
、
平
川
市
役

所
前
バ
ス
停
留
所
の
廃
止
、

本
庁
舎
１
階
と
２
階
の
入
り

口
付
近
に
停
留
所
を
増
設
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員
敷
地
内
の
設
置
は
で

き
な
い
の
か
。

答
庁
舎
前
の
広
場
は
新
本

庁
舎
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ

い
創
出
を
目
的
と
し
た
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
活
用
を
期

待
し
て
設
置
す
る
予
定
の
た

め
、
バ
ス
進
入
路
や
待
合
室

の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
よ
う
に
、
バ
ス
進
入
路
や
待

合
室
に
つ
い
て
検
討
は
し
た
の
か
。

答
想
定
さ
れ
る
敷
地
内
は

ふ
ら
っ
と
広
場（
※
）を
計
画

し
て
い
ま
す
。
待
合
室
、
進

入
路
の
設
置
に
は
か
な
り
の

ス
ペ
ー
ス
を
要
す
る
た
め
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
ふ
ら
っ
と
広
場
へ
の

設
置
も
視
野
に
入
れ
、
バ
ス

進
入
路
や
待
合
室
の
設
置
場

所
を
再
考
す
べ
き
で
は
。

答
現
在
は
、
移
設
後
の
中

央
公
園
南
口
付
近
も
候
補
に

検
討
し
て
お
り
、
バ
ス
利
用

者
の
利
便
性
の
高
い
場
所
に

設
置
で
き
る
よ
う
、
担
当
課

で
検
討
し
ま
す
。

原
はら
田
た
　淳

あつし
�議員

本庁舎敷地内のバス
進入路と待合室

平川市の今とこれから

一般質問

質 問 事 項 質問議員 ページ
本庁舎敷地内のバス進入路と待合室 原田　　淳 P.8
新庁舎入口までの歩道の屋根
の設置について 原田　　淳
小学校の教科担任制と中学校
の校舎の危険箇所 原田　　淳

災害復旧 山田　忠利
碇ヶ関地域の温泉 山田　忠利 P.9
道の駅いかりがせきへの観光案内所 山田　忠利
平川市観光振興 山田　忠利
防犯カメラの設置 福士　　稔 P.9
新たなスポーツイベント構築 福士　　稔
地方移住支援金 福士　　稔
プレミアム付き商品券の実績と検証 福士　　稔
福祉除雪 佐藤　　保 P.10
碇ヶ関小・中学校の周辺環境 佐藤　　保
基幹産業の課題 佐藤　　保
加齢性難聴者に対する補聴器購入助成 齋藤　律子
18歳以下の国保税の均等割無料化 齋藤　律子
食料自給率の向上 齋藤　律子 P.10
道の駅いかりがせき 工藤　秀一 P.11
公営墓地 工藤　秀一
地方創生臨時交付金 工藤　竹雄 P.11
令和５年度予算案 工藤　竹雄
新型コロナ対策 長内　秀樹 P.12
医療機関の充実 長内　秀樹
不動産登記法改正 長内　秀樹
東部地区廃校について 齋藤　　剛 P.12
大型ドローンの購入 齋藤　　剛
空家等対策 葛西　勇人 P.13
太師森遺跡の保存と活用 葛西　勇人
選挙の投票について 中畑一二美 P.13
学校の教育改革 中畑一二美
小学校のスキー授業 石田　隆芳 P.14

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は12名の議員が質問しました

平川市役所前のバス停

※ふらっと広場は旧本庁舎の解体跡地に建設予定です。

市民のために検討を
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
福
祉
除
雪
／
食
料
自
給
率
の
向
上

道
の
駅
い
か
り
が
せ
き
／
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

議
員
碇
ヶ
関
温
泉
会
館
が

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
で
休
業
し
た

経
緯
と
再
発
防
止
対
策
は
。

答
令
和
４
年
８
月
８
日
、

碇
ヶ
関
診
療
所
よ
り
レ
ジ
オ

ネ
ラ
肺
炎
と
診
断
さ
れ
た
人

が
碇
ヶ
関
温
泉
会
館
の
利
用

者
で
あ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
、

翌
日
８
月
９
日
に
、
自
主
休

業
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

保
健
所
等
と
協
議
し
て
対
策

を
実
施
、
10
月
12
日
に
基
準

値
未
満
と
な
っ
た
こ
と
を
保

議
員
ね
ぷ
た
祭
り
を
安
全

に
実
施
す
る
た
め
の
防
犯
対

策
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
平
賀
駅

前
通
り
の
設
置
要
望
に
つ
い

て
、
臨
時
の
カ
メ
ラ
設
置
、

照
明
設
備
な
ど
を
公
園
内
に

設
置
す
る
考
え
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

答
ス
タ
ッ
フ
の
大
幅
増
、

移
動
系
の
防
災
無
線
を
活
用

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報

共
有
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て

い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

健
所
に
報
告
し
、
営
業
を
再

開
し
て
い
ま
す
。
対
策
に
つ

い
て
は
、
浴
槽
系
統
の
配
管

の
高
圧
洗
浄
、
シ
ャ
ワ
ー
カ

ラ
ン
系
統
の
消
毒
、
使
用
し

て
い
な
い
気
泡
発
生
装
置
の

穴
を
塞
ぐ
工
事
、
塩
素
注
入

機
の
設
置
を
し
ま
し
た
。
毎

日
５
回
残
留
塩
素
を
測
定
し
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

議
員
２
か
月
間
休
業
し
た

理
由
は
。

は
、
賛
成
意
見
が
あ
る
一
方
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
、
撮

影
デ
ー
タ
の
情
報
漏
洩
防
止

措
置
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

警
察
や
各
団
体
と
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
照
明
設
備
の
設
置

は
、
す
べ
て
の
死
角
を
な
く

す
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
見
回
り
な
ど
マ
ン
パ

ワ
ー
で
対
応
で
き
な
い
か
検

討
し
ま
す
。

答
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査

結
果
が
出
る
ま
で
２
週
間
か

か
り
、
塩
素
注
入
機
の
納
入

に
時
間
を
要
し
た
た
め
で
す
。

議
員
対
応
策
を
検
討
す
る

上
で
の
業
者
選
定
は
。

答
迅
速
に
対
応
で
き
る
業

者
を
考
慮
し
ま
し
た
。

議
員
浴
槽
の
お
湯
の
入
れ

替
え
頻
度
は
。

答
営
業
終
了
後
に
お
湯
の

抜
き
取
り
、
清
掃
を
行
い
、

毎
日
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

議
員
駅
前
通
り
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
台
数
は
。

答
黒
石
地
区
防
犯
協
会
で

設
置
し
て
い
る
カ
メ
ラ
は
８

基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
大
き
な
催
し
物
で
は

人
口
以
上
の
来
客
者
が
訪
れ

る
。
問
題
事
が
起
き
た
場
合
、

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
安

全
・
安
心
の
た
め
に
臨
時
の

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど
、

対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

山
やま
田
だ
忠
ただ
利
とし
�議員

碇ヶ関地域の温泉

福
ふく
士
し
　稔

みのる
�議員

防犯カメラの設置

碇ヶ関温泉会館祭り期間以外でも安全・安心な防犯対策が求められます。

地域の人は
　　　大変困りました

安全・安心な
　まちづくりのために

行政視察受入 ４月20日　三重県菰野町議会のみなさま
議会事務局による「議会のペーパーレス化について」を視察されました。

9



一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
国
は
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
※
１
の
大

幅
カ
ッ
ト
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
こ
の
交
付
金
収
入
を
絶

た
れ
る
農
家
に
対
し
、
市
で

は
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
国
の
方
針
は
、
米
の
需

給
調
整
と
の
両
立
の
た
め
、

自
給
率
の
低
い
麦
や
大
豆
等

の
振
興
と
野
菜
等
の
高
収
益

作
物
の
定
着
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。
市
で
は
、
今
後
の

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
魅
力
あ
る
産
地
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
令
和
３
年
５
月
に
国

が
策
定
し
た
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
目
標
に
つ

い
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

答
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
で
は
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
配
慮
し
た
有
機
農
業

の
拡
大
な
ど
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
県
で
は
こ
れ

に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
ま

で
の
取
組
目
標
を
定
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
具
体
的
な
取

り
組
み
方
針
が
示
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
で
は
、
生
産
現
場
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
国
や
県
の
計
画
を
待

つ
だ
け
で
な
く
、
独
自
の
ア

イ
デ
ア
で
、
平
川
市
の
農
業

を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

議
員
市
で
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
、
除
雪
が
困

難
な
方
々
の
情
報
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

答
除
雪
困
難
者
か
ら
の
雪

に
関
す
る
相
談
は
、
平
川
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
窓
口
を

一
本
化
し
て
い
ま
す
が
、
市

で
は
災
害
時
の
自
力
避
難
が

困
難
な
方
の
名
簿
を
作
成
し

て
お
り
、
支
援
が
必
要
な
世

帯
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
把

握
し
て
い
ま
す
。

議
員
間
口
に
置
か
れ
て
い

く
雪
の
対
処
に
つ
い
て
、
小

規
模
除
排
雪
事
業
や
ス
ノ
ー

バ
ス
タ
ー
ズ
等
の
現
在
の
市

の
対
応
で
は
不
十
分
と
考
え

る
。
福
祉
除
雪
を
確
立
す
べ

き
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
間
口
に
置
か
れ
る
雪
な

ど
を
全
て
行
政
で
撤
去
す
る

と
な
る
と
、
多
大
な
コ
ス
ト

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
で
は
、
近
隣
に
親
族
な
ど

の
助
け
合
え
る
人
が
い
な
い

方
に
限
定
し
て
、
小
規
模
除

排
雪
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事

業
に
お
い
て
雪
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
る
町
会
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
雪
の

問
題
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
後
ま
で
暮
ら
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
福
祉
除
雪
の
事

業
化
を
望
む
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

食料自給率の向上 福祉除雪

ことば
※１　水田活用の直接支払交付金
　　　 水田を活用して、麦、大豆、飼料作物等の主食用米以外の作物を生産する農業者に

支払われてきた交付金。５年間で１度も水稲作付が行われない農地は令和９年度以
降、交付金の対象外となる旨が示されている。

米価暴落に加え、水田活用の直接支払交付金の大幅カッ
トにより、農家の方は大打撃を受けています。

平川市議会
会議録

除雪困難者への支援を平川市の農業を
　　　　守るために

間口の除雪は大変重労働です。
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
／
東
部
地
区
廃
校
に
つ
い
て

空
家
等
対
策
／
選
挙
の
投
票
に
つ
い
て

議
員
令
和
３
年
９
月
に
廃

止
が
決
定
し
解
体
予
定
の
ゆ

う
え
い
館
の
跡
地
は
、
隣
接

す
る
道
の
駅
い
か
り
が
せ
き

の
駐
車
場
と
な
る
と
聞
い
て

い
る
。
道
の
駅
の
収
益
向
上

の
た
め
、
遊
具
の
設
置
や
有

料
宿
泊
施
設
の
建
設
な
ど
、

複
合
施
設
と
し
て
そ
れ
以
外

の
利
用
も
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
駐
車
場
の
拡
張
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
、
道
の
駅
で
行

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施

し
た
事
業
に
つ
い
て
。

答
令
和
２
年
度
及
び
３
年

度
は
、
76
事
業
を
実
施
し
、

事
業
費
は
総
額
11
億
４
千
９

百
万
円
と
な
り
、
交
付
金
を

10
億
３
千
７
百
万
円
充
当
し

ま
し
た
。
主
な
内
訳
は
、
感

染
対
策
事
業
費
と
し
て
３
億

４
百
万
円
、
教
育
支
援
事
業

と
し
て
２
億
５
千
３
百
万
円
、

わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
盛

況
で
、
現
駐
車
場
の
許
容
量

を
超
え
て
い
た
こ
と
か
ら
決

定
し
た
も
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
駐
車
場
以
外
の
利
用
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

そ
の
管
理
運
営
は
指
定
管
理

者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
利

用
方
法
が
駐
車
場
に
限
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
碇
ヶ
関
地
域
の
活
性

化
の
た
め
、
道
の
駅
で
、
市

主
催
の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

経
済
対
策
事
業
と
し
て
２
億

１
千
万
円
、
生
活
支
援
事
業

と
し
て
３
億
８
百
万
円
な
ど

で
す
。
４
年
度
分
の
事
業
費

は
、
予
算
総
額
９
億
１
千
３

百
万
円
に
対
し
、
交
付
金
は

４
億
８
千
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
令
和
４
年
秋
肥
・
令

和
５
年
春
肥
価
格
高
騰
対
策

支
援
事
業
を
５
年
度
に
繰
り

越
し
し
、
事
業
を
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
自
主
財
源
を
活
用
し

を
開
催
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
地
元
団
体
等
と
相
談
し

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
広
域
的
な
防
災
機
能

を
担
う
防
災
道
の
駅
の
指
定

を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

答
令
和
３
年
６
月
に
県
が

示
し
た
洪
水
浸
水
想
定
図
に

お
い
て
、
道
の
駅
い
か
り
が

せ
き
は
浸
水
想
定
範
囲
に
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
防
災
道

の
駅
の
指
定
は
難
し
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

て
実
施
し
た
主
な
事
業
と
額

に
つ
い
て
は
。

答
令
和
２
年
度
と
３
年
度

に
、
公
共
施
設
感
染
症
対
策

事
業
、
市
内
事
業
者
事
業
継

続
事
業
、
学
校
給
食
費
無
償

化
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
自

主
財
源
は
合
計
で
２
千
７
百

万
円
で
し
た
。
４
年
度
は
３

億
７
千
万
円
の
自
主
財
源
を

見
込
ん
で
お
り
、
財
源
の
多

く
に
国
交
付
金
を
活
用
し
て

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
く
藤
どう
秀
ひで
一
いち
�議員

道の駅
いかりがせき

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
�議員

地方創生臨時交付金

行政視察受入 ５月16日　岩手県議会総務委員会のみなさま
「新本庁舎建設事業の概要について」を目的に建設部からの説明のあと、庁舎を
視察されました。

リニューアル後の道の駅いかりがせき自主財源を活用し、学校給食費無償化事業などいろいろ
な事業を行っています。

碇ヶ関地域の活性化を新型コロナ対策の事業
について
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議
員
旧
小
国
小
中
学
校
に

つ
い
て
、
現
在
校
舎
の
一
部

を
民
間
企
業
に
貸
し
付
け
て

い
る
が
、
い
つ
ま
で
貸
し
付

け
る
の
か
。
ま
た
、
い
ず
れ

は
校
舎
を
解
体
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
プ
ー
ル
だ

け
で
も
先
行
し
て
解
体
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
民
間
企
業
へ
の
貸
し
付

け
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
令
和
８
年
３
月
末
ま

で
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
降
に
つ
い
て
は
、
未
定
で

す
。
ま
た
、
解
体
に
つ
い
て

は
、
費
用
圧
縮
の
た
め
、
校

舎
と
プ
ー
ル
を
一
括
で
解
体

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
旧
葛
川
小
中
学
校
に

つ
い
て
、
解
体
の
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

答
解
体
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
末
を
目
途
に
終
了

す
る
予
定
で
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

議
員
解
体
後
に
、
集
会
施

設
と
消
防
屯
所
が
建
設
さ
れ

る
計
画
だ
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
集
会
施
設
を
借
り
る

際
、
鍵
は
葛
川
支
所
管
理
に

な
っ
て
い
て
不
便
と
感
じ
て

い
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
使
用
方
法
に
な
る
の
か
。

答
現
在
の
計
画
で
は
、
集

会
施
設
は
指
定
管
理
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鍵
の

貸
出
に
つ
い
て
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
貸
出
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
�議員

議
員
５
月
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
法
上
の
扱
い
が
５
類
に
変

更
と
な
る
が
、
市
で
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
５
類
変
更
後
も
自
主
的

な
感
染
対
策
が
不
要
と
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

市
で
は
引
き
続
き
、
マ
ス
ク

着
用
や
手
洗
い
う
が
い
等
の

基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ
い

て
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種

は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

続
く
見
通
し
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
中
に
、
65
歳
以
上
の

方
な
ど
は
２
回
、
５
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
は
１
回
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
可
能
と
な
る
予

定
で
す
。
乳
幼
児
や
小
児
に

お
け
る
初
回
接
種
も
、
従
来

株
ワ
ク
チ
ン
で
の
無
料
接
種

が
続
く
見
通
し
で
す
。

議
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
は
３
月
31
日
で
終
了
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
検
査

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
市
販
の
検
査
キ
ッ
ト
を

購
入
す
る
か
、
青
森
県
臨
時

Ｗ
ｅ
ｂ
キ
ッ
ト
検
査
セ
ン

タ
ー
か
ら
検
査
キ
ッ
ト
を
取

り
寄
せ
る
な
ど
し
て
検
査
し

て
い
た
だ
く
形
に
な
り
ま
す
。

議
員
コ
ロ
ナ
対
応
状
況
は

日
々
変
化
し
て
い
る
。
迅
速

な
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
。

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
�議員

東部地区廃校に
ついて 新型コロナ対策 一

般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
の
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

旧葛川小中学校の外観

５類移行後の
　　　　対応について解体後の利活用は

５類移行後においても、引き続き情報提供してまいります。

平川市議会
会議録
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次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
／
審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

小
学
校
の
ス
キ
ー
授
業

議
員
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

等
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民

か
ら
要
望
や
質
問
が
あ
る
空

家
等
に
つ
い
て
、
当
市
の
現

状
と
課
題
は
。

答
市
が
把
握
し
て
い
る
空

家
数
は
令
和
５
年
１
月
末
時

点
で
３
９
９
件
と
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
危
険
な
状

態
に
あ
る
空
家
は
75
件
で
す
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登

記
が
義
務
化
さ
れ
、
空
家
の

所
有
者
が
明
確
に
な
る
こ
と

議
員
市
長
選
や
市
議
会
選

の
市
が
執
行
す
る
選
挙
に
つ

い
て
、
期
日
前
投
票
の
制
度

も
か
な
り
定
着
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
投
票
所
の
閉
鎖
時

刻
を
午
後
６
時
に
早
め
て
も
、

投
票
者
に
支
障
を
来
す
こ
と

も
な
く
、
さ
ら
に
投
開
票
従

事
者
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
県
内
の
12
市
町
村
で
は
、

午
後
６
時
以
降
の
投
票
者
が

少
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
時

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
所

有
者
に
対
し
て
、
空
家
等
の

適
正
管
理
を
促
し
ま
す
。

議
員
老
朽
危
険
な
空
家
の

除
却
が
進
展
し
な
い
の
は
、

所
有
者
が
建
物
の
解
体
費
用

を
工
面
で
き
な
い
た
め
と
考

え
る
。
市
が
危
険
空
家
を
除

却
す
る
場
合
に
備
え
、
費
用

を
空
家
の
所
有
者
か
ら
事
前

徴
収
す
る
か
、
固
定
資
産
税

を
上
乗
せ
す
る
な
ど
で
き
な

い
か
。

間
を
早
め
て
い
ま
す
が
、
当

市
で
は
、
令
和
元
年
の
市
議

会
選
で
当
日
の
11
．
１
％
の

方
が
午
後
６
時
以
降
に
投
票

さ
れ
て
お
り
、
投
票
の
機
会

を
失
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

現
状
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

議
員
不
在
者
投
票
す
る
場

合
、
現
在
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
書
を
郵
送
か
持
参

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
数

と
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ

答
建
物
の
除
却
費
用
は
所

有
者
の
責
任
に
お
い
て
解
決

す
べ
き
で
あ
り
、
手
続
き
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
法
定
外
目
的
税
の

創
設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
空
家
の
利
活
用
の
た

め
、
地
域
住
民
等
が
活
用
す

る
場
合
、
改
修
費
や
家
賃
等

に
対
し
助
成
で
き
な
い
か
。

答
町
会
の
集
会
施
設
が
あ

る
た
め
、
実
施
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
、

投
票
用
紙
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

請
求
で
き
る
自
治
体
も
あ
る

と
聞
く
。
市
外
滞
在
者
の
利

用
が
増
え
、
投
票
率
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
当
市

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き
な

い
か
。　

答
投
票
用
紙
が
手
元
に
届

く
ま
で
の
日
数
が
短
縮
さ
れ
、

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
く

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

空家等対策

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

選挙の投票について

空家は近隣への影響もあり、適正な管理が求められます。４月９日青森県議会議員一般選挙の期日前投票所

空家予防策の調査研究を投票率の向上を
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議
員
当
市
の
各
小
学
校
に

お
け
る
ス
キ
ー
授
業
の
状
況

は
。
ま
た
、
現
在
市
と
し
て

ス
キ
ー
用
具
準
備
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
補

助
金
の
支
給
等
は
あ
る
か
。

答
す
べ
て
の
小
学
校
で
実

施
し
て
お
り
、
年
間
総
時
間

数
は
10
時
間
程
度
で
す
。
ま

た
児
童
全
家
庭
に
対
し
て
、

ス
キ
ー
用
具
準
備
の
費
用
負

担
等
へ
の
補
助
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
こ
れ
ま

で
も
就
学
援
助
制
度
に
よ
り
、

経
済
的
理
由
や
翌
年
度
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
未
就
学

児
保
護
者
等
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
、

小
学
校
４
学
年
時
に
２
万
６
，

５
０
０
円
を
上
限
と
し
て
申

請
し
た
保
護
者
へ
支
給
し
て

お
り
ま
す
。

議
員
市
内
に
制
服
、
ス
ポ
ー

ツ
品
等
の
回
収
、
配
布
し
て
い

る
取
組
団
体
は
あ
る
か
。

答
取
組
団
体
は
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
教
育
委
員
会
主
導
で

実
施
可
能
か
。

答
寄
付
下
さ
る
方
や
要
望

す
る
方
、
学
校
と
の
調
整
な

ど
、
非
常
に
困
難
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

議
員
ス
キ
ー
用
具
購
入
が

１
人
で
３
回
と
な
る
家
庭
も

あ
る
。
経
済
的
負
担
軽
減
だ

け
で
な
く
、
物
を
大
切
に
使

う
教
育
の
た
め
に
も
取
組
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

石
いし
田
た
隆
たか
芳
よし
�議員

小学校の
スキー授業

　４月11日、桑田公憲議長が監事を務める国
道７号整備促進期成同盟会の令和４年度事業監
査が行われました。
　津軽地域の市長及び議長で構成される当同盟
会は、常盤バイパス・浪岡バイパスの４車線化
促進をはじめとした、国道７号道路整備のため
の要望活動を国や県、青森県選出国会議員など
に行っています。

　３月29日、桑田公憲議長が令和５年度の会
長を務めた当同盟会・議長会について、黒石市
議会議長に引き継ぎをしました。当同盟会及び
議長会は黒石市と平川市が交互に会長を務め、
要望活動等を行っています。

国道７号整備促進
期成同盟会　監査

西十和田トンネル建設促進
市町村議長同盟会・津軽南
市町村議会連絡協議会 一

般
質
問
本
会
議
は
中
継
の
ほ
か
録
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
視
聴
で
き
ま
す
。

平川市議会
YouTubeチャンネル

負担軽減のために

スキー用具の準備は、家計へ大きく影響します。

ひらかわ市議会だより 第70号 14



次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
あ
れ
こ
れ

議
長
が
行
く
！

上程された議案 結 果
平川市教育委員会委員の任命について 同意
人権擁護委員候補者の推薦について 同意
平川市碇ヶ関育苗施設条例を廃止する条例案 可決
平川市久吉温泉自然休暇村たけのこの里条例を廃止する条例案 可決
平川市税条例の一部を改正する条例案 可決
平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 可決
平川市手数料条例の一部を改正する条例案 可決
平川市財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例案 可決
平川市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 可決
平川市介護保険条例の一部を改正する条例案 可決
平川市道路法施行条例の一部を改正する条例案 可決
平川市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市消防団条例の一部を改正する条例案 可決
平川市個人情報の保護に関する条例案 可決
平川市個人情報保護審査会条例案 可決
平川市犯罪被害者等支援条例案 可決
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について 可決
平川市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
東部辺地総合整備計画の変更について 可決
市有財産の無償貸付けについて（２件） 可決
市有財産の減額貸付けについて 可決
平川市下水道事業会計資本金の額の減少について 可決
指定管理者の指定及び指定管理者の期間について（12件） 可決
令和５年度平川市後期高齢者医療特別会計予算案 可決
令和５年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計予算案 可決
令和５年度平川市学校給食センター特別会計予算案 可決
令和５年度平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計予算案 可決
令和５年度平川市水道事業会計予算案 可決
令和５年度平川市下水道事業会計予算案 可決
各財産区一般会計（尾崎・新屋・町居・広船・小和森・石郷・岩館・柏木町・大字大光寺・
平田森・新尾崎・新館・沖館・葛川・吹上・高畑・碇ヶ関） 可決
令和４年度平川市一般会計補正予算（第13号）案 可決
令和４年度平川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 可決
令和４年度平川市介護保険特別会計補正予算（第３号）案 可決
令和４年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計補正予算（第４号）案 可決
令和４年度平川市新屋財産区一般会計補正予算（第２号）案 可決
令和４年度平川市町居財産区一般会計補正予算（第１号）案 可決
平川市議会の個人情報の保護に関する条例案 可決

令 和 ５ 年 ３ 月 定 例 会
審議議案とその結果（抜粋）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等
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令和５年度平川市一般会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 － ○ ○ ● 可決
令和５年度平川市国民健康保険特別会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 － ○ ○ ● 可決
令和５年度平川市介護保険特別会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 － ○ ○ ● 可決
令和４年度平川市一般会計補正予算（第14号）案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 － ○ ○ ● 可決
○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの
議長（桑田公憲）は採決に加わっていません

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら 桑田公憲議長
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請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。平川市議会広報特別委員会

委 員 長　山　谷　洋　朗
副委員長　工　藤　秀　一
委　　員　石　田　隆　芳
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　原　田　　　淳

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和５年 第３回定例会は
9月4日からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴から　
　　はじめませんか

どなたでも傍聴できます
市本庁舎４階へお越しください

　３月29日に、道の駅いかりがせきリニューアルオープン記念式典が開催され、桑田公憲議長が出席し、
新たな道の駅いかりがせきの完成をお
祝いしました。
　御食事処彩里、竹っ子庵が出店して
いる文化観光館、24時間利用可能な
道路情報館、地域のお土産が販売され
ている特産品直売所により、お越しに
なった皆さまをおもてなしします。

　４月13日、江陽グランド
ホテル（宮城県仙台市）で開
催された東北市議会議長会
理事会・第75回定期総会に、
桑田公憲議長が出席しまし
た。

　４月24日、本庁舎１階ア
ヴェッサで開催された令和５
年度平川市明るい選挙推進協
議会総会に、桑田公憲議長が
出席し、様々な啓発活動を通
して投票率が向上することを
期待し、お祝いしました。

　４月28日、さるか荘で開催さ
れた令和４年度平川市老人クラブ
連合会総会に、桑田公憲議長が出
席し、各地域での様々な福祉活動
に感謝を述べ、お祝いしました。

議長が行く！
議 会 あ れ こ れ

編集後記
　新型コロナウイルスが国内で2020年１月に
初めて感染者が確認されてから、５月７日で約
３年４ヶ月が経過し、感染者の累計は約3,381
万人あまり、死者は７万4,692人に上った。ワ
クチン接種による免疫反応などが影響している
とみられることから感染者は減少傾向にある。
国では５月８日から感染症法上５類（季節性イ
ンフルエンザ）に移行した。しかし今現在も新
規感染者が確認されており原因は解明されてお
らず、治療法も確立されていないことから、個
人の判断で感染対策を続けていただきたい。�
� （工藤秀一）

道の駅いかりがせき リニューアルオープン

東北市議会議長会・第75回定期総会

令和５年度平川市明るい選挙推進協議会総会

平川市老人クラブ
連合会総会
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